
　初秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のことと拝察いたしま
す。
　さて、７月に実施しました学校評価アンケートでは、保護者の皆様からたくさんの
ご回答をいただき、誠にありがとうございました。
　実施させていただいたアンケート結果と考察についてお知らせいたします。
　この結果を役立て、保護者の皆様、地域の皆様との連携を深めながら、今後の本校
の教育活動を取り組んでいきたいと思います。今後とも本校の教育活動へのご理解と
ご協力をお願い申し上げます。
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令和４年度学校評価アンケート（７月）集計結果と考察について

     そう思う  どちらかといえば、そう思う      どちらかといえば、そう思わない      そう思わない      分からない

１．学校は、学力を伸ばすためにわかりやすく
丁寧な授業づくりに取り組んでいる。

２．学校は、生徒一人一人の課題に応じて丁寧
な学習指導をしている。

【学校から】
　丁寧な授業づくりと丁寧な学習課題は、生徒の評価が非常に高く、90％以上の生徒が肯定的に捉えてい
る。一方、そう思うについての保護者、教職員の割合が低い。丁寧な授業づくり、丁寧な学習指導を目指
し、今後も子供を主体とした授業改善を進めていく。

３．生徒は、課題の解決に向けて自ら進んで粘
り強く学習しようと努力している。

４．学校は、いじめや差別を許さない学校や学
級づくりに努めている。

【学校から】
　生徒･教職員ともに80％程度が肯定的に捉えてい
る。一方、保護者はもう少しと考えられている傾向
が見られた。粘り強い学習習慣形成のため、家庭と
連携し、家庭学習等の取組を進めていく。

【学校から】
　県や全国学力調査でのアンケート調査でもこの項
目に関しては肯定的な値が高いが、生徒、保護者の
意見の中に不十分との評価が見られる。全職員で取
組を進めていく。



５．生徒は、いつでもどこでも誰にでも気持ちのよ
いあいさつができている。

６．生徒は、将来の夢や希望、目標を持っている。

【学校から】
　あいさつについては、生徒、保護者、教職員共に
数値が低下してきている。あいさつの意義について
も指導を行い、気持ちの良いあいさつがおこなえる
よう取組を進めていく。

【学校から】
　「将来の夢や希望を持っていない」が約３割を占
めている。教育相談の充実や個々の能力・適性を見
極めながら職業講話等を実施し、キャリア教育の充
実を図っていく。

７．生徒は、「早寝・早起き・朝ごはん」の基本的
生活習慣が身に付いている。

８．生徒は、ゲームやネット利用に関する家庭での
ルールを守れている。

【学校から】
　生徒は約８割、保護者、教職員は約７割ができて
いると考えている。幼保等小中連携を中心とし、関
係教科や保健室からの指導、家庭と連携充実を図り
ながら取組を進めていく。

【学校から】
　タブレット持ち帰りも始まり、メディアコント
ロールが大切になってくる。情報教育、情報モラル
教育について家庭と連携して指導を行っていく。ご
家庭でも指導をお願いしたい。

【学校から】
　学級通信や学校だよりを定期的に紙面により発行
したり、ホームページ等の更新を随時行っているの
でご確認をお願いしたい。今後も情報発信に努めて
いきたい。

【学校から】
　保護者・教職員において1割以上が不十分と感じて
いることが明らかとなった。授業参観や各種通信等
を活用し保護者や地域への啓発等をさらに進めた
い。

９．生徒は、自らの健康安全意識及び体力の向上に
努めている。

１０．学校は、地域に開かれ、地域とともにある学
校づくりに努めている。

【学校から】
　豪雨や大型の台風等が発生している。継続的な防
災教育を今後も行っていく。体力面では熱中症予防
や感染症拡大防止に努めながら、体育的活動（行
事）や部活動に取り組んでいきたい。

【学校から】
　職場体験や天水町夏祭りの運営参加の準備を進め
ていたが、残念ながらコロナ禍により中止となっ
た。活動制限がある中ではあるができる範囲で、地
域とともにある学校づくりに努めていきたい。

１１．学校は、保護者や地域に対して教育活動の様
子をわかりやすく伝えている。

１２．学校は、保護者や地域に対して人権教育や特
別支援教育等の啓発に努めている。


